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第２３回 安来市農業委員会議事録 

 

平成２８年５月２０日 午後２時００分 第２３回安来市農業委員会会議を安来市伯太庁舎会議室に招集する。 

 

１．出席委員 

   １番 小林 智弘君  ２番 安松  智君   ３番 青藤 治道君  ４番 大櫃 和則君 

５番 板垣 裕志君  ６番 藤原 明紀君   ７番 秋間千枝子君  ８番 増田 和夫君 

９番 北川 正幸君 １０番 伊藤 聡彦君  １１番 山本 朝來君 １２番 長谷川雅博君 

１３番 新田 里恵君 １４番 根來    １５番 永田 正満君 １６番 塩見 秀雄君 

１７番 冨田由美子君 １８番 谷川 忠美君  １９番 妹尾  茂君 ２０番 田邊チカ子君 

２１番 島田  毅君 ２２番 板金  悟君  ２３番 渡邊 克実君 ２４番 小川  聡君 

２５番 岩田 繁樹君  ２６番 佐々木吉茂君   ２７番 山﨑 雅三君 ２８番 加藤 昭彦君 

２９番 宮本 重德君 ３０番 福田  渉君  ３１番 岡田 一夫君 ３２番 吉村  正君 

３３番 小藤  昇君 ３４番 渡邊 憲治君  ３５番 齋藤  哲君 ３６番 田中 通夫君 

３７番 渡辺 和則君 

 

２．欠席委員 

   なし 

 

３．出席事務局 

竹内 章二君  細田 正樹君  兒玉 尚子君 

 

４．議事案件 

日程第 １  議事録署名委員の指名 

日程第 ２  会期の決定   ５月２０日  １日 

日程第 ３  報第１０５号  農地法第１８条の規定による通知について 

日程第 ４  議第 ８８号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ５  議第 ８９号  農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第 ６  議第 ９０号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第 ７  報第１０６号  農地法第５条の規定による届出について 

日程第 ８  議第 ９１号  安来農業振興地域整備計画の変更に対する意見の決定について 

日程第 ９  議第 ９２号  農用地利用集積計画の決定について 

 

５． 議事 

 

事務局：竹内 章二君 

定刻になりましたので、只今から第２３回安来市農業委員会を始めさせていただきたいと思います。 

それでは、本日お手元に配布しております資料は日程、申請総括表であります。ご確認をお願いします。 

初めに、田中会長のあいさつをお願いいたします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   【挨拶】 

 

議 長：田中 通夫君 

本日の会議について事務局から報告願います。 

 

事務局：竹内 章二君 
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本日の会議ですが、農業委員会等に関する法律 第２１条第３項に基づき定足数に達しましたので、第 

２３回安来市農業委員会の会議を開催します。 

 

議 長：田中 通夫君 

欠席委員はありますか。 

 

事務局：竹内 章二君 

ありません。 

 

議 長：田中 通夫君 

日程第１ 議事録署名委員の指名 を議題といたします。議事録署名委員は、委員会会議規則第１３条

により９番 北川委員、１０番 伊藤委員を指名いたします。 

 

議 長：田中 通夫君 

日程第２ 会期の決定を議題とします。お諮りいたします。今会議は本日１日としたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

 

【異議なしの声多数】 

 

議 長：田中 通夫君 

ご異議なしと認めます。よって会議は本日１日と決定いたしました。 

 

議 長：田中 通夫君 

日程第３ 報第１０５号 農地法第１８条の規定による通知について を議題とします。事務局の説明を 

求めます。 

 

事務局：細田 正樹君 

   ２ページをご覧ください。報第１０５号 農地法第１８条の規定による通知について 農地法第１８条

第６項の規定による合意解約通知書の提出がありましたので報告するものです。続いて３ページに案件を

掲載していますので、ご覧ください。今月の農地法第１８条の規定による解約については、２件で農地法

による賃貸借の解約です。以上です。 

 

議 長：田中 通夫君 

事務局の説明が終わりました。この案件については、報告事項ですので以上とします。 

 

議 長：田中 通夫君 

日程第４ 議第８８号 農地法第３条の規定による許可申請について を議題とします。事務局の説明を 

求めます。 

 

事務局：細田 正樹君 

   ４ページをご覧ください。議第８８号 農地法第３条の規定による許可申請について 農地法施行規則第

１０条の規定による申請書の提出がありましたので 

審議を求めるものです。続いて５ページに案件を掲載していますので、ご覧ください。今月の農地法第３条 

の許可申請は、２件で 所有権移転 に関する案件です。現地調査の確認につきましては、後ほどそれぞれ 

の地元委員から報告していただきます。 

１番は、農業廃止による所有権移転に関する案件で、農地法第３条第２項の規定に関して、①から④まで 

の要件は満たしています。 
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⑤農地の効率的な利用、当該農地を効率的に利用することができるかについては、通作距離は車で３０分、 

必要な農機具はトラクターを１台、耕運機を２台所有しています。また、労働力は本人と妻、子の３人です。

以上の点から許可要件のすべてを満たしております。この農地の対価は、無償です。 

なお、５ページの表で、譲渡人の耕作面積は、９２６．３０㎡となっていますが、これは１８条解約され 

た２筆の計８５５㎡が加えられていませんので、加えると 計１７８１．３㎡となります。 

また、譲渡人の耕作面積には、譲り渡される農地のうち２９６５番１の１７８㎡、２９６６番２の５５５ 

㎡ の２筆 計７３３㎡は現況地目が山林で耕作されていないため加えられていませんが、それらを合計し

ますと譲り渡し面積の ２５１４．３㎡となります。これは農家台帳のシステム上の問題でこのようは表示

となっていますのでご理解いただきますようお願いします。 

２番は、労働力不足による所有権移転に関する案件で、農地法第３条第２項の規定に関して、①から④ま 

での要件は満たしています。⑤農地の効率的な利用、当該農地を効率的に利用することができるかについて

は、通作距離は車で５分、必要な農機具はトラクター、田植機、コンバイン、軽トラック をそれぞれ１台

所有しています。また、労働力は本人と妻、母の３人です。以上の点から許可要件のすべてを満たしており

ます。この農地の対価は、無償です。 

 

議 長：田中 通夫君 

事務局の説明が終わりました。地元委員から補足説明を １番の案件について１５番 永田委員、８番 

増田委員、２番の案件について ３１番 岡田委員 お願いします。 

 

１５番 永田 正満君 

   １５番 永田です。１番の案件について説明をします。先ず、場所の説明をします。１３ページの位置図 

を参考にさせていただきたいと思います。真ん中が国道９号線です。赤江町字三ッ頭の３筆は田頼川を南に 

行き、山陰本線の土手下付近になります。赤江町字菖蒲の２筆については１３ページの位置図の右上の方に 

越前町公民館がありますが、それを約６００ｍ行った左側になります。譲渡人は昨年ご主人が亡くなられ、 

本人も現在施設入所をしておられます。譲受人は娘夫婦が譲渡人所有の住宅を取得し、松江市から転入する 

にあたり、農地は譲受人が取得し娘夫婦と共に農業経営をされるとのことです。譲受人及び娘夫婦も農業に 

意欲的であり、周辺農地への影響はないと考えます。委員の皆様のご審議の程よろしくお願いします。 

 

８番 増田 和夫君 

   ８番 増田です。１番の案件の荒島地区の申請場所について説明をします。荒島駅の正面に通称岩田山と 

いう山がありますが場所はそこになります。駅前の旧国道を東へ約１５０ｍ行ったところに進入路がありま 

す。その進入路から約３００ｍ上がったところが申請場所です。 

 

３１番 岡田 一夫君 

   ３１番 岡田です。２番の案件について説明をします。場所ですが、宇賀荘橋を渡り、清水方面へ行き、 

高尾クリーンセンターに入る道があります。そこを右折し、約５０ｍ行ったところを左折して左側の谷部の 

一番下が申請場所です。譲渡人は農地が遠方で維持していくことが困難ということで、譲受人に相談したと 

ころ、無償で所有権移転するということで話がまとまりました。譲受人は９，５５４㎡の農地を耕作してお 

り、申請場所は他の所有者の農地と隣接もしていないため周辺農地への影響はないと考えます。委員の皆様 

のご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   説明が終わりました。それでは只今から１番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお 

願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めます。 
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議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 

   次に、２番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めます。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 

日程第５ 議第８９号 農地法第４条の規定による許可申請について を議題とします。事務局の説明

をお願いします。 

 

事務局：細田 正樹君 

   では６ページをご覧ください。議第８９号 農地法第４条の規定による許可申請について 別紙のとお

り農地法施行規則第２２条の規定により申請書の提出があったので審議を求めるものです。 

続いて７ページに計画申請内容、８ページから９ページに申請位置図を付けていますので併せてご覧くだ

さい。 

今月の農地法第４条の許可申請は、２件です。案件の詳細につきましては、後ほど現地調査班から報告

していただきます。 

１番は、農地の区分は、中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の

低い農地であることから、第２種農地と判断します。転用目的は、個人墓地・進入路・駐車場です。現在

の墓地は、災害により 部分的に崩壊し復旧が困難のため、墓地を移転する計画を立てました。そこで、

自己所有地の中で近隣の民家から離れ人目につかない場所で近隣の承諾が得られ、分断等周辺農地の営農

に与える影響のない本申請地に墓地及び参拝用駐車場を設けることとしたものです。よって、この当該申

請地以外では、その目的が達成出来ませんので、農地法第４条第２項第２号に該当すると考えます。従っ

て、農地の区分と転用目的、許可条項等については適当であると考えます。 

２番は、農地の区分は、中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の

低い農地で、第２種農地と判断します。転用目的は、石材等資材置場です。申請人は、石材店を経営して

おり、年間５件程度の墓地建立を手掛けております。現在は、石材等の資材を展示場と自宅裏の車庫用地

に分散して一部置いていますが、手狭なうえに大変不便な状況で困っていました。そこで、実働する上に

も、管理する上にも便利のよい土地を工場周辺で探しましたが、非農地で条件の適した場所が無く、やむ

を得ず申出地を利用するものです。よって、この当該申請地以外では、その目的が達成出来ませんので、

農地法第４条第２項第２号に該当すると考えます。従って、農地の区分と転用目的、許可条項等について

は適当であると考えます。以上です。 

 

議 長：田中 通夫君 

説明が終わりました。１番及び２番の案件について、地元委員から申請場所の説明を求めます。１０番 

伊藤委員お願いします。  

 

１０番 伊藤 聡彦君 

１０番 伊藤です。８ページをご覧下さい。左側に国道４３２号線があり上のほうが広瀬方面です。広

瀬方面から県道草野横田線湯田山荘方面に向かって左折し約２００ｍ行き、さらに右折して約２００ｍ行
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ったところが１番案件の申請場所です。９ページをご覧下さい。右下の国道４３２号線は先程の県道を左

折した地点から直進して約２００ｍ行ったところです。そこを右折して約１００ｍ、左折して約１００ｍ、

さらに右折して約１００ｍ行ったところの比田交流センターの真後ろの場所です。以上です。 

 

議 長：田中 通夫君 

   次に現地調査２班の調査報告を８番 増田委員お願いします。 

 

８番 増田 和夫君 

   ８番 増田です。４条申請の現地調査の報告をさせていただきます。今月の調査班は２班で、永田班長、

佐々木委員、田邊委員、板垣委員、安松委員と私の６名、事務局より竹内局長と細田主査に同行いただき、

昨日５月１９日午後１時３０分より行いました。 

１番案件については個人墓地の新設です。現地では、伊藤委員、北川委員から説明を受け、調査いたし

ました。現在の墓地ががけ崩れのため、墓地を移転する必要が生じ、新しく土地を探しましたが申請場所

以外に適当な場所がなかったため、本申請地に計画をされました。２０ｃｍの盛土を行い、雨水は西側の

既設の排水路に排水し、近隣農地への影響はないと考えます。事務手続きについては、墓地許可申請書の

写し、土地改良区の意見書、隣接農地の同意書、等全て整っており、調査班としましては、許可が妥当と

判断しました。委員の皆様のご審議の程よろしくお願いいたします。 

２番案件についてですが、転用目的は石材等資材置場です。現地では、伊藤委員、北川委員から説明を

受け、調査いたしました。この案件は、現在の敷地が狭くなったため、石材等資材置場として使用するも

のです。雨水は南側の既設の排水路に排水し、近隣農地への影響はないと考えます。事務手続きについて

は、土地改良区の意見書、隣接農地の同意書等全て整っており、調査班としましては、許可が妥当と判断

しました。委員の皆様のご審議の程よろしくお願いいたします。以上です。 

 

議 長：田中 通夫君 

   地元委員から補足説明がありましたら、説明をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   ないようですので、只今から１番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま

す。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 

   次に２番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま

す。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 
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日程第６ 議第９０号 農地法第５条の規定による許可申請について を議題とします。事務局の説明

を求めます。 

 

事務局：細田 正樹君 

   １０ページをご覧ください。議第９０号 農地法第５条の規定による許可申請について 上記のことに 

ついて農地施行規則第４８条の規定により申請書の提出がありましたので、審議を求めるものです。続いて、

１１ページに申請内容、１２ページから１５ページに申請位置図を付けていますのであわせてご覧ください。 

今月の農地法第５条の許可申請は、４件で 所有権移転 に関する案件が１件と 賃貸借権の設定 に関

する案件が１件、 使用貸借権の設定 が２件です。案件の詳細につきましては、後ほど現地調査班から報

告していただきます。 

１番は、農地の区分は、宅地化の状況が、住宅の用若しくは事業の用に供する施設が連たんしている 区

域内にある農地で、第２種農地と判断します。転用目的は、自動車駐車場で、権利の設定は所有権移転です。

申請人は、新・中古自動車の販売、修理及び車検を業とし、従業員１２名を雇用する事業者です。現在の店

舗敷地では駐車場が狭く、隣接の警察署西側を借地し、修理車、下取り車、従業員通勤車の駐車場及び中古

車の展示等を行っておりますが、店舗から離れており大変不便な状況であるため、以前より新たな土地を探

していました。しかし、非農地で条件の適した場所が無く、困っていました。そこで、店舗敷地に隣接し、

農地の所有者との同意が得られ、現在の不便さが解消される当農地をやむを得ず利用するものであります。

よって、当該申請地以外では、その目的が達成出来ませんので、農地法第５条第２項第２号 に該当すると

考えます。従って、農地の区分と転用目的、許可条項等については適当であると考えます。 

この農地の対価は、１,０００万円です。 

２番は、農地の区分は、土地改良法第２条第２項に規定する土地改良事業又はこれに準ずる事業で、特定

土地改良事業等の施行に係る区域内にある農地であることから、第１種農地と判断します。今回の申請地に

関係する特定土地改良事業とは、島根県が昭和４４年度から平成１０年度に施行した飯梨川沿岸地区県営か

んがい排水事業を指します。転用目的は、車両置き場 兼 土木資材置き場です。申請者は、従業員１４名

を雇用し、重機類、土木工事資材等を運搬する事業者であります。現在、トラック１０台、トレーラー４台、

トレーラーヘッド４台を所持しており、申請人の本店敷地内にトラック４台、従業員の通勤車両を無理やり

に置いている状況です。そこで、業務の利便性が良い既存施設に隣接した本申請地を拡張し従業員用駐車場

８台、トラック４台、土木資材置場を設けることとしたものです。よって、この当該申請地以外では、その

目的が達成出来ませんので、農地法施行規則第３５条第１項第５号、既存の施設の拡張に該当すると考えま

す。 既存の施設の拡張 とは、既存の施設の機能の維持・拡充等のため、既存の施設に隣接する土地に施

設を整備することをいい、拡張に係る部分の敷地の面積が既存の施設の面積の２分の１を超えないものに限

られる訳ですが、本申請地に隣接している既存の施設のある土地は地目が宅地で、面積は２，４０８㎡です

ので問題はないと考えます。従って、農地の区分と転用目的については適当であると考えます。関係他法令

との整合性については、当該申請地は、 都市計画法 による市街化調整区域ですが、造成のみで建築物を      

伴わないためありません。この農地の対価は、賃借料月額１０万円です。 

３番は、農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地で、第２種農地 

と判断します。転用目的は、住宅建設です。現在、申請者家族は米子市内のアパートで生活をしています。

両親も高齢になり、両親の面倒を見るためにもなるべく両親の近くで生活したいと思い、今回、住宅の新築

を計画し近隣で建設予定地を検討しましたが希望に添える土地が無く困っていました。そこで、実家近くに

ある母所有の農地で分断等周辺農地の営農に与える影響のない本申請地に、個人住宅を設けることとしたも

のです。よって、この当該申請地以外では、その目的が達成出来ませんので、農地法第５条第２項第２号 申

請に係る農地に代えて周辺の他の土地を供することにより当該申請に係る事業の目的を達成することが出

来ない に該当すると考えます。従って、農地の区分と転用目的、許可条項等については適当であると考え

ます。また関係他法令との整合性については、当該申請地は、都市計画法 による市街化調整区域であるた

め、４月２０日付けで受理された都市計画法第２９条第１項の規定による 開発行為許可申請書 の写しが

添付され、許可見込みとのことです。この農地の対価は、無償です。 

４番は、土地改良法第２条第２項に規定する土地改良事業又はこれに準ずる事業で、特定土地改良事業等 
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の施行に係る区域内にある農地であることから、第１種農地と判断します。今回の申請地に関係する特定土

地改良事業とは、島根県が昭和４５年度から昭和５７年度に施行した飯梨川沿岸地区県営かんがい排水事業

を指しております。転用目的は自己居住用住宅です。申請者は、現在安来市内のアパートに妻・子供４人の

６人で生活しています。今後は子供が大きくなるにつれて手狭になってくることが想定されるため、実家の

近くに家を新築する計画を立てております。長男であるため両親と同居できれば最善でありますが、実家は

両親と弟が同居しており手狭であるため以前から実家の近隣で適地を探していましたが、自己所有地もなく

困っていました。そこで、父の所有する農地で、分断等周辺農地の営農に与える影響のない本申請地に、住

宅を建てることとしました。よって、この当該申請地以外では、その目的が達成出来ませんので、農地法施

行規則第３３条第１項第４号に該当すると考えます。従って、農地の区分と転用目的、許可条項等について

は適当であると考えます。また関係他法令との整合性については、当該申請地は、 都市計画法 による市

街化調整区域であるため、４月２７日付けで受理された都市計画法第２９条第１項の規定による 開発行為

許可申請書 の写しが添付され許可見込みであり、この転用による土地改良事業補助金の返還の必要もあり

ません。この農地の対価は、無償です 

 

議 長：田中 通夫君 

説明が終わりました。地元委員から申請場所の説明を求めます。 

１番及び４番の案件については３５番 斎藤委員、２番の案件については ２３番 渡邊 克実委員 ３

番の案件については ３０番 福田委員 お願いします。  

 

３５番 齋藤  哲君 

   ３５番 斎藤です。１番案件と４番案件の申請場所について説明します。１２ページの位置図をご覧下さ

い。位置図の真ん中右から左に通っている道路が国道９号線です。１番案件の申請場所は、国道９号線沿い

の安来警察署の東側です。続いて１５ページをご覧下さい。４番案件の申請場所は、左側の上から下に通っ

ている道路が、飯梨川東側交差点からＪＡの撰果場の前を通り、約５００ｍ行ったところの場所です。以上

です。 

 

２３番 渡邊 克実君 

   ２３番 渡邊です。２番案件の申請場所について説明します。１３ページの位置図をご覧下さい。位置図

の真ん中東西に走っているのが国道９号線です。この地図にはありませんが、西の方に県道荒島広瀬線の交

差点があります。その交差点から約３００ｍ安来方面に行ったところの国道の南側に位置します。以上です。 

 

３０番 福田  渉君 

   ３０番 福田です。３番案件の申請場所について説明します。１４ページの位置図をご覧下さい。黒く塗

ってあるのが、干拓地の貯水池です。貯水池の真ん中付近から須崎町集落方面へ向かう道へ約３０ｍ入り、

左折し約１００ｍ行ったところが申請場所です。 

 

議 長：田中 通夫君 

   次に現地調査２班の調査報告を８番 増田委員お願いします。 

 

８番 増田 和夫君 

   ８番 増田です。５条申請の現地調査の報告をさせていただきます。 

最初に１番案件について報告します。現在借地利用している場所が不便であり、会社隣接地を駐車場用

地として取得するものです。現地では、斎藤委員他３名の委員から説明を受けました。この農地の周りは

東側と北側が道路で西側は安来警察署の敷地であるため隣接農地への影響はないと考えます。雨水は北側

の排水路に排水します。土地改良区の意見書、隣接地の同意書等全て整っており、調査班としましては、

許可が妥当と判断しました。委員の皆様のご審議の程よろしくお願いいたします。 

続いて２番案件について報告します。会社隣接地を敷地拡張し、車両置場兼土木資材置場として使用す
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るものです。現地では渡邊委員他３名の委員から説明を受けました。この農地の北側は申請者の借地で 

駐車場として使用しています。東側は雑種地、南側は水路及び農道で、西側は現況畑の農地です。申請地

は砂利を敷き、雨水は既設の排水路に排水し、土砂については流出しないよう措置を講じますので、西側

農地への影響はないと考えます。事務手続きについては、土地改良区の意見書、隣接地の同意書等全て整

っており、調査班としましては、許可が妥当と判断しました。委員の皆様のご審議の程よろしくお願いい

たします。 

続いて３番案件について報告します。個人住宅の建設用地として取得するものです。現地では福田委員、

冨田委員の説明を受けました。この農地の３方は宅地で、東側は道路に接しており隣接農地への影響はな

いと考えます。汚水は合併浄化槽、雨水は西側の水路に排水します。事務手続きについては、土地改良区

の意見書、隣接地の同意書等全て整っており、調査班としましては、許可が妥当と判断しました。委員の

皆様のご審議の程よろしくお願いいたします。 

最後に４番案件について報告します。個人住宅の建設用地として取得するものです。現地では斎藤委員

他３名の委員から説明を受けました。申請地の北側と西側は道路に面しており、盛土を３５ｃｍし、南側

と東側は法面としてその外側に溝を設け、土砂、雨水が流出しないように配慮するため、隣接農地への影

響はないものと判断しました。汚水は合併浄化槽に、雨水は敷地内の地下浸透枡を設け処理します。事務

手続きについては、土地改良区の意見書、隣接地の同意書等全て整っており、調査班としましては、許可

が妥当と判断しました。委員の皆様のご審議の程よろしくお願いいたします。以上です。 

 

議 長：田中 通夫君 

   地元委員から補足説明がありましたら、説明をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   ないようですので、只今から１番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま

す。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 

   次に、２番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

２５番 岩田 繁樹君 

   議長。 

 

議 長：田中 通夫君 

   ２５番 岩田委員。 

 

２５番 岩田 繁樹君 

   ２５番 岩田です。昨年の１１月に農業振興地域整備計画変更審議特別委員会において現地調査をした

際に、申請地は駐車場として利用されているように見受けられましたが、現況はどうなっていますか。 

 

議 長：田中 通夫君 

   ８番 増田委員。 
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８番 増田 和夫君 

   ８番 増田です。現況は畑として利用されていました。 

 

議 長：田中 通夫君 

   ２５番 岩田委員。 

 

２５番 岩田 繁樹君 

   分かりました。 

 

議 長：田中 通夫君 

他に質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま

す。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 

   次に、３番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま

す。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 

   次に、４番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま

す。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：田中 通夫君 

日程第７ 報第１０６号 農地法第５条の規定による届出について を議題とします。事務局の説明を

求めます。 

 

事務局：細田 正樹君 

１６ページをご覧下さい。報第１０６号 農地法第５条の規定による届出について 上記のことについ

て、別紙のとおり農地法施行規則第５０条の規定による市街化区域内における届出書の提出がありました

ので報告するものです。続いて１７ページに届出の案件内容、１８ページから２１ページに届出位置図を
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掲載しておりますので、併せてご覧ください。 

今月の農地法第５条の届出は４件で、所有権移転が２件と賃貸借権の設定が２件です。現地調査の確認

につきましては、後ほど地元委員から報告していただきます。 

１番は、転用目的は、住宅造成で、権利の設定は所有権移転です。また、この農地の対価は、本人の希

望で公表されていません。 

２番は、転用目的は、自家用車駐車場で、権利の設定は賃貸借権の設定で、期間は３０年です。また、

この農地の対価は、本人の希望で公表されていません。 

３番は、転用目的は、駐車場で、権利の設定は賃貸借権の設定で、期間は３０年です。また、この農地

の対価は、月額８万９千円です。 

４番は、転用目的は、資材置き場で、権利の設定は所有権移転です。また、この農地の対価は、本人の

希望で公表されていません。以上です。 

 

議 長：田中 通夫君 

説明が終わりました。１番、３番、４番の案件について 地元委員 １４番 根來委員、２番の案件につ

いて 地元委員 １９番 妹尾委員 それぞれ申請場所の説明をお願いします。 

 

１４番 根來  

   １４番 根來です。１番案件の場所について説明します。１８ページの位置図をご覧下さい。図中下に

東西に走っているのが、安来荒島線です。この道路を安来第一中学校前から荒島方面に向かって約４５０

ｍ行ったところが、図中の有限会社松原商会のところです。ここから、斜め右に入り約５０ｍ行き、さら

に右折し約５０ｍ行ったところの左側が届出場所です。 

   続いて３番案件の場所を説明します。２０ページの位置図をご覧下さい。国道９号線錦町交差点から日

立金属株式会社海岸工場方面に向かって約２００ｍ行き、元消防署の建物を過ぎ右折し約２５０ｍ行った

ところに、社会福祉法人せんだん会の建物が右手にあります。そこを右折し約１００ｍ行ったところの右

側が届出場所です。 

   続いて４番案件の場所を説明します。２１ページの位置図をご覧下さい。主要地方道安来木次線と山陰

道の交差点から広瀬方面に約２００ｍ行き、南城谷公民館を過ぎたところの三叉路を左折し１０ｍ行った

右側が届出場所です。以上です。 

 

１９番 妹尾  茂君 

１９番 妹尾です。２番案件の場所の説明をします。１９ページの位置図をご覧下さい。主要地方道安

来木次線を広瀬方面から安来方面へ行き、切川地内に入り社日橋を渡り、渡りきったところをすぐ左折し、

また直ぐに右折し臼井団地方面に向かって約２００ｍ行った変形の四叉路があります。そこの三角地が届

出場所です。以上です。 

 

議 長：田中 通夫君 

この案件については、報告事項ですので以上とします。 

 

議 長：田中 通夫君 

日程第８ 議第９１号 安来農業振興地域整備計画の変更に対する意見の決定について を議題とし

ます。事務局の説明をお願いします。 

 

事務局：細田 正樹君 

２２ページをご覧ください。議第９１号 安来農業振興地域整備計画の変更に対する意見の決定につい

て 上記のことについて、別紙のとおり決定依頼がありましたので、これに対する審議を求めるものです。 

安来農業振興地域整備計画の変更に対する意見の決定については、別紙の資料１をお手元にお配りして

おりますのでご覧ください。市から意見を求められたのは、除外が１３件で、内安来地域７件、広瀬地域
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６件と編入が伯太地域の４件です。詳細につきましては、農林振興課から説明をします。以上です。 

 

農林振興課：伊藤 豪一君 

それでは、今回の農用地区域から除外及び編入の申出内容についてご説明いたします。 

資料の1ページに今回の変更の全体面積を掲載しております。 

 除外は、一般住宅991㎡、農家住宅647㎡、植林7,641㎡、その他30,892㎡、合計40,171㎡の13件、

編入は、33,956㎡の4件、全17件の計画となっております。 

該当地の土地調書は5～11ページ、広域の位置図は12ページとなっております。 

 

まず整理番号１、黒井田町の駐車場及び回転場の案件ですが、位置図を 13 ページ、切図、土地利用計

画図を14ページに掲載しております。 

申出者宅は自動車を５台保有し、自宅敷地内には駐車スペースがないため近隣地を借りて駐車していま

した。収まらない場合にはやむを得ず路上に駐車する場合があった状況です。そこで現在の保有台数と子

供が自動車を所有予定であり６台分を確保する計画であります。 

 自宅隣接地は道路と住宅に囲まれ、近隣で条件を満たす土地はここしかないため農用地を利用するもの

です。  

この申出地は、道路、水路、宅地に面した場所に位置し、集団化、農作業の効率化等への支障はないと

考えております。 

 

 続いて整理番号２、黒井田町、早田町、佐久保町に亘っての太陽光発電施設の案件ですが、位置図を15

ページ、切図、土地利用計画図を16ページに掲載しております。 

太陽光発電で高容量の発電量を得るためには、多数の太陽光パネルを平坦地へ広範囲に設置すること、

日照時間が多く送電網の整備が条件となり、これらを満たす土地選定で当該農地が適しておりかつ地権者

の同意もあり、やむを得ず農用地を利用するものであります。 

申出地は、北側に山陰道が敷設されたことで南側の山林と細長く挟まれた農地となり、農用地区域から

除外しても問題ないと考えております。 

 

 続いて整理番号３、清井町の植林の案件ですが、位置図を17ページ、切図、土地利用計画図を18ペー

ジに掲載しております。 

対象地は、作業道が狭く大型機械が入らず効率的な作業が行えないことと、水源の堤が枯渇し水田の維

持が困難になったため、このまま荒廃させるより周辺の山林も含めて治山していくものであります。 

申出地は、道路と他３方は山林が囲んでおり、集団化、農作業の効率化等への支障はなく、農用地区域

から除外しても問題ないと考えております。 

 

 続いて整理番号４、切川町の一般住宅の案件ですが、位置図を 19 ページ、切図、土地利用計画図を 20

ページに掲載しております。 

申出人は、現在妻子４人で市内アパートに暮らしていますが、子供の成長とともに手狭になったこと 

夫婦共働きで両親に子供を見守ってもらえ、また将来両親の面倒を見ることが可能なため、実家付近

に住宅を新築する計画であります。なお実家には両親、祖母、兄が暮らしており同居できるスペースが

ありません。隣接する所有地で住宅・駐車場を確保できる土地はこの農地しかなく、やむを得ず農用地

を利用するものであります。 

申出地は、２辺が道路、１辺が宅地に接し、集団化、農作業の効率化等への支障はなく、農用地区域

から除外しても問題ないと考えております。 

 

  続いて整理番号５、中津町の一般住宅の案件ですが、位置図を 21 ページ、切図、土地利用計画図を

22ページに掲載しております。 

３世代６人家族の申出人が居住する住宅の老朽化により建て替えをする計画ですが、建築基準法で前
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面道路の幅員が４m未満のため建物を後退させる必要が生じ、敷地を拡張せざるを得なくなっています。

現在地以外に新たな土地を購入するには経済的に困難で、隣接する土地で利用できるのは申請地以外に

なく、やむを得ず農用地を利用するものであります。 

住宅密集地内の農地であり、集団化、農作業の効率化等への支障はなく、農用地区域から除外しても

問題ないと考えております。 

 

 続いて整理番号６、大塚町の農家住宅の案件です。位置図を23ページ、切図、土地利用計画図を24ペ

ージに掲載しております。 

申出人は、約６反の農地を保有する農家で６人家族です。現住居は建築年数の経過と鳥取西部地震によ

る傷みがあり、また道路から急勾配な坂を登った高台に位置し、高齢を迎え不便を強いられることが予測

され、平場への住宅新築を計画しています。住宅、農作業場、駐車場などの確保、平坦地といった条件を

満たす所有地を探しましたが、計画地の隣地を含めて利用できる土地はここ以外ありませんでした。 

申出地は、市道、水路、宅地に面した農地であり、集団化、農作業の効率化等への支障はなく、農用地

区域から除外しても問題ないと考えております。 

 

 続いて整理番号７、神庭町の進入路及び駐車場の案件です。位置図を 25 ページ、切図、土地利用計画

図を26ページに掲載しております。 

 申出者の次男が昨年結婚し、現在は市内の借家で暮らしていますが、実家の隣の宅地に新居の建築を計

画しています。しかし、市道から新居予定地までの進入路幅が１m と狭い上新居予定地へのスロープが急

勾配で駐車できません。この２つの問題点を同時に解消できる土地は、この農地しかなくやむを得ず利用

するものであります 

住宅と道路及び雑種地に囲まれた農地であり、農用地区域から除外しても問題ないと考えております。 

 

続いて整理番号８、広瀬町西比田の車庫の案件です。位置図を 27 ページ、切図、土地利用計画図を 28

ページに掲載しております。 

申出者の娘が結婚し同居する予定で、駐車スペースがないため自動車３台分の車庫を建てる計画をしてい

ます。自宅周辺の所有地で土地の形状も考慮すると申出地以外ないため、やむなく農地を利用するもので

す。 

申出地は、住宅との間に位置し、道路に接する農地であり、集団化、農作業の効率化等への支障はなく、

農用地区域から除外しても問題ないと考えております。 

 

続いて整理番号９、広瀬町東比田の駐車場の案件です。位置図を 29 ページ、切図、土地利用計画図を

30ページに掲載しております。 

自宅敷地内の車庫兼倉庫を取り壊し、跡地に息子夫婦が住宅を建築するため駐車場４台分の確保を平行

して検討しなければならない中で、周辺の土地は自宅正面が県道、この農地以外山林であり利用可能な土

地がここしかありませんでした。 

申出地は、南北に県道と山林を挟んで住宅が横並びに存在する集落で、この農地は孤立しており、農用

地区域から除外しても問題ないと考えております。 

 

続いて整理番号１０、広瀬町菅原の太陽光発電施設の案件です。位置図を 31 ページ、切図、土地利用

計画図を32ページに掲載しております。 

申出人は太陽光発電事業の計画に際し、平坦かつ広い面積で日照条件が良く、造成など投資を要しない

土地を住所地の広瀬町地内で広く探りました。対象地の耕作者は高齢で農地の維持管理が困難になり、放

置すれば周辺農地へ悪影響が及ぶことを懸念しており、事業要件を満たす土地がこの農地しかなく、やむ

を得ず利用するものです。 

申出地は、国道４３２号の開通により山林に挟まれた農地になり、集団化、農作業の効率化等への支障

はないため、農用地区域から除外しても問題ないと考えております。 
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続いて整理番号１１、広瀬町西谷の駐車場の案件です。位置図を 33 ページ、切図、土地利用計画図を

34ページに掲載しております。 

 現在夫婦二人家族ですが、娘が結婚し娘夫婦と同居予定であります。自家用車は自宅入り口の進入路に

停めている場所以外になく、二世帯同居にあわせ駐車場確保が急務となっており、隣接地で利用可能な土

地はこの農地以外ありません。 

申出地は、市道拡幅後の残地で孤立しており、農用地区域から除外しても問題ないと考えております。 

 

続いて整理番号１２、広瀬町町帳の一般住宅の案件です。位置図を 35 ページ、切図、土地利用計画図

を36ページに掲載しております。 

現在市内のアパートに住んでいる娘家族４名の住宅を建築する計画であります。孫の面倒を見るために

申出人宅に隣接する場所で候補地を検討し、住宅、駐車場、土地の形状・大きさを総合的に判断したがこ

の土地しかなく、農地を利用するものです。 

また、近年住宅地化が進行する地域で農地は点在しており、本地はすべて道路と宅地、雑種地に囲まれ、

農用地区域から除外しても問題ないと考えております。 

 

続いて整理番号１３、広瀬町富田の植林の案件です。位置図を 37 ページ、切図、土地利用計画図を 38

ページに掲載しております。 

申出人は、対象地で自家野菜を栽培しているが、周囲を山林に囲まれた場所にあり、獣の被害に苦慮し

ている状況であります。安定的な収穫が望めないことでこのまま耕作をやめて荒廃させるより、植林し周

囲と含めて治山していくものであります。 

申出地は、道路、山林、原野で囲まれた農地であり、集団化、農作業の効率化等への支障はなく、農用

地区域から除外しても問題ないと考えております。 

 

最後に整理番号１４伯太町安田、整理番号１５伯太町安田中、整理番号１６伯太町上小竹、整理番号１

７伯太町下小竹の編入案件で、位置図は39から42ページに掲載しております。４件すべて将来にわたっ

て農地として利用するものです。１４番は土地改良事業の関係、１５番は施設整備事業、１６番及び１７

番は中山間直接支払いの対象地となっています。 

 

以上、１３件の農振除外案件と４件の編入案件について説明させていただきました。ご審議のほど宜し

くお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

この案件につきましては、事前に農業振興地域整備計画変更審議特別委員会を開催し、現地調査をして

おりますので、２８番 加藤委員長の報告をお願いします。 

 

２８番 加藤 昭彦君 

   ２８番 加藤です。５月１１日午後１時より農業委員会会議室におきまして特別委員会を開催しており

ます。田中会長、渡辺会長代理、岩田副委員長、齋藤委員、吉村委員、福田委員、佐々木委員、板金委員

と私の９名で事務局から竹内局長と細田主査が出席し、農林振興課の伊藤係長より説明を受けた後、現地

を確認しました。その後、検討した結果、委員会としましては、全会一致で適当ではないかという結論に

なりました。委員の皆様のご審議のほどよろしくお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   だだいま、説明並びに報告がありました。質問のある方はご発言をお願いします。 

 

２番 安松  智君 
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   議長。 

 

議 長：田中 通夫君 

   ２番 安松委員。 

 

２番 安松  智君 

２番 安松です。１５番の編入案件についてですが、施設整備という説明がありましたが具体的には、

どういう目的があって今回編入されることになったのかお聞きしたいと思います。 

 

農林振興課：伊藤 豪一君 

   この案件については正式に事業申請はされていませんが、圃場整備に係る施設整備として事業申請され

る見通しです。 

 

２番 安松  智君 

   了解いたしました。 

 

議 長：田中 通夫君 

それでは改めて質疑に入ります。他に質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   他に質疑がないようですので、ここで、意見を取りまとめたいと思います。事務局から意見について提

案願います。 

 

事務局：竹内 章二君 

さきほど加藤委員長よりご報告がありました。特別委員会としては同意ということでありましたので、

農業委員会の意見としては、都市計画法等の関係法令を遵守し、整合性を図ることの意見を付したほうが

適当ではないかと考えます。よろしくお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   ただいま、事務局から提案がありました。他に何かご意見はありませんか。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので、この案件については、事務局から提案のとおり賛成される方の挙手を求めま    

  す。 

 

議 長：田中 通夫君 

   全員賛成ですので、この案件については、意見を付して市長に報告することにいたします。 

 

議 長：田中 通夫君 

   日程第９ 議第９２号 農用地利用集積計画の決定について を議題とします。議事の前に安来市農業

委員会会議規則第１０条の議事参与制限により、３２番 吉村委員の退席を求めます。事務局の説明を求

めます。 

 

事務局：細田 正樹君 

   ２４ページをご覧ください。議第９２号 農用地利用集積に計画の決定について 上記のことについて、

別紙のとおり決定依頼がありましたので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により審議を求

めるものです。２７ページをご覧ください。計画要請につきましては、下段の表の 利用集積計画件数、
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面積 の欄をご覧ください。今月は、賃貸借が ２０件で、３９，５８２㎡、使用貸借が ３０件で、    

３７，３２３㎡、全体で ５０件 ７６，９０５㎡となっています。詳細につきましては、農林振興課か

ら説明があります。 

 

農林振興課：仙田 美浩君 

農林振興課の仙田です。説明の前に訂正をお願いします。２８ページの６番の案件ですが、契約区分を

再 と表記していますが、 新規 の誤りですので訂正をお願いします。今月の利用集積計画案の内容は、

経営面積、従事日数など、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしております。また、

農地中間管理機構の推進に関する法律第２条第３項に規定する農地中間管理事業により農地の中間管理

権を設定するものです。ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

説明が終わりました。それでは質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：田中 通夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件は提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めます。 

 

議 長：田中 通夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。この際、３２番 吉村委

員 の退席を解除します。 

 

 

議 長：田中 通夫君 

本日の議案の審議は全て終わりました。以上で、第２３回安来市農業委員会会議を閉会とします。 

 

                                    （午後３時２０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


